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２  薬品関係比率調

区　　　分 年度

532,065 (80.2) 23,797 (120.4) 555,863 (81.9)

投 28 426,854 124.6 28,662 83.0 455,516 122.0

薬 投薬薬品費 534,788 (79.9) 22,977 (120.5) 557,765 (81.5)

薬 投薬薬価収入 29 427,167 125.2 27,676 83.0 454,843 122.6

品 （千円） 441,413 (79.8) 27,452 (100.6) 468,865 (81.1)
30 352,459 125.2 27,622 99.4 380,081 123.4

薬 2,474,591 (73.8) 88,460 (119.0) 2,563,051 (75.4)

注 28 1,826,377 135.5 105,245 84.1 1,931,622 132.7

射 注射薬品費 2,628,761 (77.6) 109,415 (113.5) 2,738,176 (79.1)

品 薬 注射薬価収入 29 2,041,134 128.8 124,227 88.1 2,165,361 126.5

品 （千円） 2,510,837 (92.0) 110,600 (102.9) 2,621,437 (92.5)
30 2,310,626 108.7 113,798 97.2 2,424,424 108.1

消 投 3,006,656 (74.9) 112,258 (119.3) 3,118,914 (76.5)

薬 28 2,253,231 133.4 133,906 83.8 2,387,138 130.7

注 投薬・注射薬品費 3,163,549 (78.0) 132,392 (114.7) 3,295,941 (79.5)

費 射 薬　価　収　入 29 2,468,301 128.2 151,903 87.2 2,620,204 125.8

薬 （千円） 2,952,250 (90.2) 138,052 (102.4) 3,090,302 (90.8)

品 30 2,663,085 110.9 141,420 97.6 2,804,505 110.2

率 3,403,206 (66.2) 143,523 (93.3) 3,546,729 (67.3)

(％) 28 2,253,231 151.0 133,906 107.2 2,387,138 148.6

薬　品　費 3,576,659 (69.0) 160,420 (94.7) 3,737,079 (70.1)

薬　価　収　入 29 2,468,301 144.9 151,903 105.6 2,620,204 142.6

（千円） 3,638,833 (73.2) 161,123 (87.8) 3,799,956 (73.8)
30 2,663,085 136.6 141,420 113.9 2,804,505 135.5

2,253,231 133,906 2,387,138

　 患 28 523,927 4,301 102,983 1,300 626,910 3,808

　 者 薬　価　収　入 2,468,301 151,903 2,620,204

 　一 年延入院外来患者数 29 512,808 4,813 101,017 1,504 613,825 4,269

　 人 （Ａ） 2,663,085 141,420 2,804,505

　 一 30 481,928 5,526 93,450 1,513 575,378 4,874

 　日 3,006,656 112,258 3,118,914

 　当 28 523,927 5,739 102,983 1,090 626,910 4,975

 　り 投薬・注射薬品費 3,163,549 132,392 3,295,941

 　薬 年延入院外来患者数 29 512,808 6,169 101,017 1,311 613,825 5,370

　 品 （Ｂ） 2,952,250 138,052 3,090,302

 　損 30 481,928 6,126 93,450 1,477 575,378 5,371

 　益 28 -1,438 210 -1,167

 （円） 損益（Ａ－Ｂ） 29 -1,356 193 -1,101

30 -600 36 -497

　注：（ ）内は，薬品使用効率

広島病院 安芸津病院 合　　　計
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区　　　分 年度

2,253,231 133,906 2,387,138

28 20,748,167 10.86 1,563,514 8.56 22,311,681 10.70

薬　価　収　入 2,468,301 151,903 2,620,204

入院外来収益 29 21,538,421 11.46 1,572,603 9.66 23,111,024 11.34

（％） 2,663,085 141,420 2,804,505

30 21,326,920 12.49 1,448,864 9.76 22,775,784 12.31

薬 外 3,403,206 143,523 3,546,729

品 来 28 20,748,167 16.40 1,563,514 9.18 22,311,681 15.90

費 収 薬　品　費 3,576,659 160,420 3,737,079

対 益 入院外来収益 29 21,538,421 16.61 1,572,603 10.20 23,111,024 16.17

入 率 （％） 3,638,833 161,123 3,799,956

院 30 21,326,920 17.06 1,448,864 11.12 22,775,784 16.68

薬 回 3,403,206  143,523  3,546,729  

品 28 163,661 20.79 12,577 11.41 176,238 20.12

棚 転 薬　品　費 3,576,659  160,420  3,737,079  

卸 期末在庫高 29 164,624 21.73 11,964 13.41 176,588 21.16

資 率 （回） 3,638,833  161,123  3,799,956  

産 （Ｃ） 30 180,074 20.21 12,726 12.66 192,800 19.71

薬 365  365  365  

品 28 20.8 17.56 11.4 31.99 20.1 18.14

棚 365日 365  365  365  

卸 （Ｃ） 29 21.7 16.80 13.4 27.22 21.2 17.25

資 365  365  365  

産 30 20.2 18.06 12.7 28.83 19.7 18.52

薬 在 163,661×12 12,577×12 176,238×12

品 28 3,403,206 57.71 143,523 105.16 3,546,729 59.63

棚 庫 期末在庫高×12 164,624×12 11,964×12 176,588×12

卸 薬　品　費 29 3,576,659 55.23 160,420 89.50 3,737,079 56.70

資 率 （％） 180,074×12 12,726×12 192,800×12

産 30 3,638,833 59.38 161,123 94.78 3,799,956 60.88

在

庫

日

数

療 め 入

収 る 割

益 薬 合

 に 価
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      分 析 計 数 の 意 味   

 

総 資 本 利 益 率           …………負債を加えた総資本でどの程度の利益をあげたかを示 

              す。比率が高いほどよい。 

 

流 動 比 率           …………短期の借金と，これを返済するのに必要な財源を比較 

              する比率。高いほど経営の安定性が保たれていることを 

              示し，150％以上確保することが望ましい。 

 

当 座 比 率           …………流動資産のうち，さらに流動性の強い現金，未収金な 

              どと流動負債の割合をみるもの。高いほどよく，100％ 

以上であることが望ましい。 

 

固 定 比 率           …………固定資産として企業に長く持続すべき資産は自己資本 

              を限度とするという原則で，この比率が100％以内であ 

              ることが望ましい。 

 

固定資産対長期資本比率…………長期資本（自己資本＋固定負債）の固定化の程度を表 

              わす。 

 

自 己 資 本 比 率           …………企業が借り入れている資本を自己調達している資本の 

              割合を示す。高いほど望ましい。 

 

総 資 本 回 転 率           …………総資本の活動能力を示すもの。高いほど，投下資本に 

              対して営業活動が活発なことを示す。 

 

固 定 資 産 回 転 率           …………医業収益に対して資本がどの程度固定しているかの割 

              合を示す。回転率の低いことは固定資産への投資の過大 

              なことを示し，固定資産の利用度の少ないことを示す。 

 

未 収 金 回 転 率…………医業未収金等の回収速度を示し，１年間の回転数で表 

              される。高いほど回転が早く医業未収金等の債権が未回 

              収のまま残留する期間が短いことを示す。 
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１　経営比率調
全国数値

項　　　目 算　　　式 ２８年度２９年度３０年度２８年度２９年度３０年度２８年度２９年度３０年度 (29年度)
当年度経常利益

総資本利益率　（％） 総資本(当期平均)
－ － － － － － 1.1 1.9 0.7 0.6

流動資産
流動比率　　（％） 流動負債

－ － － － － － 118.6 113.7 97.8 167.8
資 現金預金＋（未収金－貸倒引当金）

当座比率　　（％） 流動負債
－ － － － － － 114.3 109.1 92.9 162.8

産 固定資産
固定比率　　（％）資本金+剰余金+繰延収益

－ － － － － － 6,721.0 39,468.0 △ 3,990.0 271.6
比 固定資産対 固定資産

長期資本比率（％）資本金+剰余金+繰延収益+固定負債

　　　　　 － － － － － － 93.8 95.5 100.8 88.9
率 資本金+剰余金+繰延収益

自己資本比率（％） 総資本
－ － － － － － 1.0 0.2 △ 1.8 28.1

医業収益
総資本回転率（回）総資本(当期平均)

回 － － － － － － 45.48 147.01 △ 118.18 1.91
医業収益

固定資産回転率（回）固定資産(当期平均)
1.26 1.30 1.32 1.08 1.13 1.05 1.24 1.29 1.30 0.71

医業収益
転 未収金回転率　（回）未収金(当期平均)

5.38 5.46 5.32 6.63 6.71 6.61 5.46 5.53 5.39 5.58
当年度減価償却費
 有 無 土 建 電 当却
 形 形    設 話 年費

率 減価償却費率（％） 固+固-  -仮-加+度
 定 定    勘 入 減 7.5 7.1 8.5 8.9 8.1 7.5 7.6 7.2 8.4 7.5
 資 資 地 定 権 価
 産 産          償

総収益対 事業収益
　総費用比率（％） 事業費用

97.4 98.3 97.5 96.7 96.4 90.0 97.4 98.1 96.9 97.9
経常収益対 経常収益
経常費用比率（％） 経常費用

益 101.3 102.1 101.3 99.9 99.5 93.3 101.2 101.9 100.6 98.0
医業収益対 医業収益
医業費用比率（％） 医業費用

98.3 99.3 97.7 86.5 86.5 79.7 97.3 98.2 96.2 88.4
材料費対 材料費
医業収益比率（％） 医業収益

28.1 29.2 29.6 17.2 17.7 18.6 27.3 28.4 28.9 24.1
職員給与費対 職員給与費
医業費用比率（％） 医業費用

54.9 53.7 53.2 60.5 60.2 60.9 55.4 54.3 53.8 49.4
比 職員１人 入院・外来収益

当り医業収益（円） 年延職員数
15,933 16,559 16,591 12,641 12,840 11,555 15,636 16,224 16,120 15,352

医師１人１日 入院・外来収益
当り診療収益（円） 年延医師数

274,560 284,885 289,288 344,918 359,042 360,863 278,541 288,946 292,985 301,276
注１：総資本は，負債資本合計（又は，資産計）である。

　２：医師には，診療援助医師を含む。

　３：全国数値は平成29年度地方公営企業年鑑による。

合 計広 島 病 院 安芸津病院


